
 
 
 
 
 
  
                                                      
 

《 今年の担ぎねぶた題材決定！ 》 
 
 平成９年の当会初出陣作「南総里見八犬伝より芳流閣」から数えて１０作目にあたる今年出陣の担ぎねぶたは「三國
志より夏候惇 関羽に挑む」に決定した。 
今年の題材案は全部で６つ提出され、その中で絵とあらすじが揃っていた題材は２つ。そのどちらかを今年の題材に
する事にした。１つは過去の大型ねぶたからの引用。もう１つは自筆による絵とあらすじ。皆で骨組みや配線、紙貼り
などの点から様々話し合い、最終的にＳさん自筆による絵とあらすじ「三國志より夏候惇 関羽に挑む」を今年の題材に
し、四人担ぎねぶたを「関羽」、一人担ぎねぶたを「夏候惇」にする事も決めた。Ｓさんは当会会員ではなく、昨年の
制作や運行にボランティアとして手伝ってくれ、題材も提案してみたいと常々話していた人である。現在Ｓさんは足の
制作に取り組んでいる。このまま当会に入会してくれると嬉しいのだが…。            【記：高谷俊幸】 
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【あらすじ】 
徐州近くの下 の城を守っていた関羽は、行方不明の劉備玄徳が見つかったら開放する事を条件に曹操に降る。曹
操と袁紹の戦いで関羽は、自分の首を取らなかった曹操の恩に報いるため、顔良と文醜を斬った。劉備玄徳の行方が
わかり、曹操の元を離れようとする関羽だが、関羽を手放したくない曹操は避客牌を下げて関羽と会おうとはしなか
った。そのため関羽は仕方なく手紙を残し、その場を立ち去った。しかし、通行手形を持っていなかった関羽は、魏
軍領の５つの関で６人の武将を斬った。曹操の右腕である夏候惇は５つの関で部下が斬られた事を知り激怒し、関羽
に勝負を挑むのであった。 
                                                      
 

〈 字句訂正について 〉 
遅くなりましたが、３月１１日発行の第９９号会報裏面《 新教科「日本の文化」兵庫県内の県立高校で導入へ！ 》
～ 東京都教育委員会に次いで全国２例目 ～の記事本文１９行目に字句の訂正があります。 

 

(誤) 都立高校10校と小・中学校等50校の計60校を推進校に指定しいる。 
 

 (正) 都立高校10校と小・中学校等50校の計60校を推進校に指定している。 

 

 



《 いよいよ開催！平成 18 年前期ねぶた囃子講習会 》  
 
さぁ、いよいよ今年も囃子講習会が始まります。本来は３月会報に囃子講習会の日程を掲載するはずでしたが、私の
不手際で掲載出来ませんでした。その為、この会報を読んで頂いている方々には４月２３日開催の第２回囃子講習会か
らの案内となります。この場を借りて、４月２日開催の第１回囃子講習会の案内が出来ませんでした事を深くお詫び致
します。 
今年の囃子講習会は前期（４月から７月まで）９回、後期（９月から１１月まで）６回開催する予定です。昨年まで
は開催曜日が土曜や日曜とまちまちでしたが、今年は全て日曜に開催する事にしました。 
近年、季節を問わず練習する囃子の音色が騒音だという事で市内の公共施設などから煙たがられる囃子講習会ですが、
荒川市民センターでは、職員の皆さんや近隣住民の方々のご理解とご協力もあり、当会の囃子講習会は成り立っていま
す。囃子も含む担ぎねぶたの伝統を後世に伝え残そうとしている当会にとって、とても助かっています。その囃子講習
会も今年で８年目。毎年、参加者の増減が激しいうえ、講習会に参加するだけで担ぎねぶたの運行まで参加してくれる
方が少ないという現実…。今年の講習会には是非、親類縁者・友人知人など老若男女、沢山の方々に参加を呼び掛けて
頂き、囃子講習会だけでなく、本番運行や荒川地区町内運行にも参加してくれる事を願っています。 【記：高谷俊幸】 
 
〔 囃子講習会前期日程 〕 

・第１回 ４月 ２日（日）    ・第２回 ４月２３日（日）    ・第３回 ５月 ７日（日） 
・第４回 ５月２８日（日）    ・第５回 ６月 ４日（日）    ・第６回 ６月２５日（日） 
・第７回 ７月 ２日（日）    ・第８回 ７月２３日（日）    ・第９回 ７月３０日（日） 

 
・１８時００分から１９時３０分まで  青森市荒川市民センター（２階：調理実習室ほか） 

 
〔 囃子講習会開催にあたって 〕 

①どなたでも自由に参加できますが、小学生以下の方は保護者同伴での参加をお願いします。 
②笛・太鼓のバチ・手振り鉦は各自用意して下さい。太鼓のバチや手振り鉦は当会でお貸しする事も出来ますが、
数に限りがあります。 
③荒川市民センターの都合により、葬祭行事等で当日急に講習会中止の場合もありますので、ご了承下さい。 
 

〔 問合せ 〕 青森担ぎねぶた実行委員会 高谷俊幸 090-2882-6554 ※但し、番号非通知はつながりません。 
                                                      
 

《 今年も「手」担当です！ 》 
 
担ぎねぶたに関わって早8年目。 
 地元にいながら跳ねる事しか知らなかった私が、針金と糸で一応、人の手を表現出来るまでになれるとは思いません
でした。もう、いつの頃から手の部分を作っていたか既に記憶はないのですが、ひょんな事からこんな技術を身に付け
られた事に感謝です。 
 当会では、部品を作る担当がほぼ決まっているため、それ以外の部品を作る事があまりありません。誰かが欠けると
困るのですが、年々作るスピードが上がり、的確に部品は出来上がります。手の関節部分に必要な輪っかなども率先し
て作ってくれる人がいて、そのお陰で手を作るスピードもだいぶ短縮されました。 
以前は、もっと長い時間をかけて、いろいろ悩みながら作っていたのに、今では雑談しながらも着実に作っていく皆
の姿を見ると、年月の流れを感じます。 
皆、仕事も忙しくなり、都合がつかなくなったりもしてきましたが、誰かが欠けて部品が足りなくなるような状態に
なればこそ「団体で作っている」という意味があるような気もします。本当は不安定で良くないのですが、こんな状態
もアリなのかなと思います。私にもっと時間があるならば、別な部品も作ってみたいなぁと思う事もありますが、今の
私は手で十分。しかしながら、前から作り方が何ら変わっておらず、紙が貼りにくいという難点がある現在の「手」。
そろそろ改良の必要があるかも知れないと思い始めているのも事実です。丈夫さはあるのですが、貼りにくいですよね？
背中などを貼った余り紙を活用するにはもってこいの狭さのマスがいっぱいあるんですが…。会の中で一、二を争うほ
ど手が小さい私が責任を持って紙を貼るのでいいのですが、何か貼りやすい「手」を作るアイディアがあったら誰か教
えて下さい。                                        【記：渡邊典子】 
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⇔͟無事に会報発行１００号を迎えました。毎

年、ねぶた制作が本格化する５月頃までは掲載する記

事も少なく、編集担当者にとっては苦しい時期。でも

何とか今月号も編集出来ました。次回の第１０１号か

ら第１０５号まではＯ君が編集担当予定。さてどんな

記事が載るのか楽しみ。でも、Ｏ君に「記事書いてく

れない？」って何回か頼まれそうな気が･･･（高俊） 


